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出荷を待つ飼料用米 

LINE を用いた日報 

か、養豚農家からも問い合わせが多く、需要の高さを実感している

そうです。 

一方で、飼料用米は単価が安く、飼料用米の生産規模を拡大する

ことは今後の国の施策によってはリスクにもなり得ます。それでも

繭子さんは、「毎年新しいことにチャレンジしているから、今も経

営が安定してきたとは思っていない。農業って毎年賭け事をしてい

るかのよう。」と話し、梅村さんの活動を支えていました。これまで

も情勢や施策に対応して変化してきた梅村さん夫婦だからこその言葉だと感じました。 

 

 

 

５年前から従業員を雇うようになり、現在、ほ場管理は梅村さんと従業員２人で行い、繭子さ

んは経理と労務管理を担当しています。毎朝４人でミーティングを行い、一日の流れを確認する

とともに、従業員の体調を確認しています。さらに、ＬＩＮＥを使用して日報

を提出することになっています。日報では、「天気」、「実施した作業内容」、「作

業で気づいた点や疑問点」、「注意されたこと」を入力するようになっており、

このフォーマットにするまで紆余曲折があったとのことでした。特に「注意さ

れたこと」については、梅村さん夫婦は注意や指摘をしたつもりでも、従業員

に伝わっていないことがあり、双方が認識を共有するために設けました。また、

収穫後の秋には、今年の作を振り返り、次年の計画を全員で立てています。今

年の作における反省点を従業員も含めて書き出し、それを改善するＰＤＣＡサ

イクルにより効率的に作業改善を行っています。 

 

 

 

育苗から販売まで「自己完結」することが目標であったため、

４年前に乾燥施設を導入し、すべての工程を自家でできるように

なりました。自分の責任でやれる範囲で仕事をしていくのが楽し

いという梅村さん。従業員にも、「簡単なことでいいから自分で完

結できる作業を一つでも増やして自分の思ったようにやってほしい。」と話し、楽

しんでできているかをいつも聞いているとのことでした。 

 新城市の養鶏農家への飼料用米の供給については、稲作農家数件でグループを

組み、150t を飼料メーカーに卸しています。さらに、その養鶏農家の鶏ふんを水

田に施用しており、耕畜連携を図っています。飼料用米生産グループ、飼料メー

カー、養鶏農家の三者において、県内の資源循環により生産される卵としてブラ

ンド化し、ＰＲしていきたいという話が出ています。飼料用米においても、梅村さんの「お客さ

んに説明できるお米を直接売る」という思いに一歩ずつ近づいているようです。 

屋号は「てくてく農場」。末永く、自分たちのペースで農業をやっていきたいという思いを込

めたそうです。その屋号のとおり、情勢に対応しつつも、一貫した信念とともに着実に前進して

いる農家さんでした。 
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乾燥施設 
（上：外観、
下：乾燥機）

従業員とともに前進 

目標は「自己完結」、飼料米のブランド化も 


